
 

 

この案内に関するお問い合わせは、下記のフリーダイヤルにて承っております。 

 ０１２０－０５３―６０６(土・日・祝日を除く 9:30～17:30 (12:15～13：00 を除く)) 

バックナンバーは M2Mセンサネットへのログイン後に「取扱説明書」ボタンで表示する画面から参照ください。 

「ALLwatch」は弊社が提供するモニタサービスの総称です。 

 

 

 
本号では、LM-100-3G で Ior 計測を行う上で必要となる、M2M センサーネットの設定に関して記載いたし

ます。 
LM-100-3Gは、So Brain社の Ior計測方式「TrueR」理論によって Io値から Igr値を演算し、Io値と Igr

値の両方を計測できます。 
 
【LM-100-3Gの Ior計測可能チャネルと基準電圧入力端子】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

M2Mセンサーネットへログインし、下記手順で設定を行ってください。 
 

１． CH種別設定 
  ①メニューの「端末設定」から「CH種別設定」を選択します。 

   
 
    
 
 
 
 

 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ALLwatch Tips  
2017 年 6 月号 

オムロンソーシアルソリューションズ株式会社 

＜LM-100-3G＞ Ior計測の設定方法 

Ior 計測可能チャネル（Io8） 

基準電圧入力端子 
※Ior 計測を行う際には基準電圧の接続が
必要です。 

 LM-100-3G 取付説明書の内容に従っ
て、正しく接続してください。 

Ior 計測可能チャネル（Io7） 

②Ior計測するチャネルにチェック 

③単相または三相を選択 

④送信ボタンをクリック 
（LM-100-3G本体に設定内容を送信） 
 



 

 

この案内に関するお問い合わせは、下記のフリーダイヤルにて承っております。 

 ０１２０－０５３―６０６(土・日・祝日を除く 9:30～17:30 (12:15～13：00 を除く)) 

２．端末タイトル・データ名称設定 
①メニューの「端末設定」から「端末タイトル・データ名称設定」を選択します。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
３．警報レベル設定 

①メニューの「通報」から「警報レベル
設定」を選択します。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  ※Io値でメール通報させない場合の設定は以下の手順で、Ioチャネルの設定を変更する。 
①メニューの「通報」から「警報レベル一時変更」を選択します。 

 
 
 

 
 
 
 
※TrueR は登録商標です。 

※TrueR 理論（特許第 4159590 号）は、株式会社 SoBrain が専用特許実施権を有する技術です。 

②メール本文などに表示したい
チャネルにチェック 

③更新ボタンをクリック 
（M2Mセンターに設定を保存） 
 

②メール通報させたい漏電値に変更 

③送信ボタンをクリック 
（LM-100-3G本体に設定内容を送信） 
 

②警報レベル設定で Hレベル以外の値
を消去してから、「０」に変更 

③送信ボタンをクリック 
（LM-100-3G本体に設定内容を送信） 
 


